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国際奉仕委員会担当例会
クリスマス家族会
とし忘れ例会　上半期中間報告
法定休会
新年会員卓話

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

8 名  津田 , 石川 , 吉澤 , 武田 , 菅原
　　  児島 , 宮岸 , 鈴木各会員

０名　

１１月２９日(火）
１２月　６日(火）
１２月１３日(火）
１２月１３日(火）
１２月２７日(火）
　１月１０日(火）

３3 名  （出席免除者１名中 0 名出席）

７５，００％

No2966 第 12 回例会

例 会 案 内 例会案内「11 月～ 1 月」

出 席 報 告

佐々木　幹事

68,75％

担 当：RC 情 報・ 雑 誌・ 広 報 委 員 会

前例会幹事報告

佐 藤 会 長会 長 挨 拶

ス マ イ ル BOX 累計額　\146,000

　皆既月食と天王星食の共演が 8 日夜午後 6 時
9 分に始まりました。今回は、1580 年（安土桃
山時代）以来 442 年ぶりの世紀の天体ショーで
、注目されましたが、残念ながら深川では雲に
隠れてみることができませんでした。
　ここ数日北海道のコロナ感染者の数が大きく
増加しております。本日成田昭彦先生のご意見
を基に理事の皆様と確認を致しましたが、例会
運営は北海道のコロナ対策の方針に準ずるとい
う事にいたします。皆さんも充分気を付けて頂
きたいと思います。

11 月 8 日例会

■赤平 RC より会報送付
■米山奨学会より功労者感謝状送付
■深川市より開村 130 年市制 60 年式典感謝状送付

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

圓浄会長エレクト　妻の誕生日
轡田 PAG　　　　　早退します

ロータリー情報
IMAGINE
R O T A R YRI2510 地区

村中 PAG卓話

第１回米山功労者　木村喜芳会員
第 3 回米山功労者　大西祥太 P 会長
第４回米山功労者　村中俊二 PAG
第７回米山功労者　成田雅敏 P 会長

米 山 奨 学 会 功 労 者 表 彰

米山功労者

10 月までの寄付金は、前年同期と比べて 14.0％
増（普通寄付金 :1.4％減、特別寄付金 :25.6％増）
で、約 7,090 万円の増加となりました。単月の
みの比較では約 680 万円の減少となりましたが、
9 月の大口寄付の影響もあり、累計額においては
増加の状態で推移しています。
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■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

委 員 長

副委員長

大西　祥太
伊東由紀夫

会　長　佐藤　 幸治　   会長エレクト　圓浄  貴之   　   副 会 長    飛騨野貴広
幹　事　佐々木  弘 有    　副      幹      事   寺島　康宏　　   会      計   　 廣上 　晃士

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

ロータリー米山記念奨学会は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生

に対し、日本全国のロータリアン（ロータリークラブ会員）の寄付金を財源として、

奨学金を支給し支援する民間の奨学団体です。

　ロータリー米山記念奨学会は、将来母国と日本との懸け橋となって国際社会で活躍する優秀な留学生

を奨学することを目的としています。優秀とは「（1）学業」に対する熱意や優秀性はもちろんのこと、「（2）

異文化理解（3）コミュニケーション能力」への意欲や能力に優れている点が含まれます。

　ロータリー米山奨学生は、ロータリークラブを通して日本の文化、習慣などに触れ、社会参加と社会

貢献の意識を育て、将来ロータリーの理想とする国際平和の創造と維持に貢献する人となることが期待

されます。

　年間の奨学生採用数は約 900 人、事業費は約 14 億 4700 万円（2020-21 年度決算）と、国内では民

間最大の国際奨学事業となっています。これまでに支援してきた奨学生数は、累計で 22,875 人（2022

年 7 月現在）。その出身国は、世界 129 の国と地域に及びます。

　米山奨学金には、奨学金による経済的な支援だけでなく、ロータリークラブ独自の世話クラブとカウ

ンセラー制度による心の通った支援があります。

奉仕の人「米山梅吉」 Yoneyama Umekichi

　米山梅吉氏米山奨学事業の記念の称号を付した米山梅吉氏（1868 － 1946）は、幼少にして父と死別

し、母の手一つで育てられました。16 歳の時、静岡県長 泉町から上京し、働きながら勉学に励みました。

　19 歳で米国へ渡り、ベルモント・アカデミー（カリフォルニア州）ウエスレヤン大学（オハイオ州）

シラキュース大学（ニューヨーク州）で 8 年間の苦学の留学生活を送りました。

　帰国後、文筆家を志して勝海舟に師事しますが、友人の薦めで三井銀行に入社し常務取締役となり、

その後、三井信託株式会社を創立し取締役社長に就任しま した。信託業法が制

定されると逸早く信託会社を設立して、新分野を開拓し、その目的を” 社会へ

の貢献” とするなど、今日でいうフィランソロ ピー（Philanthropy*）の基盤を

作りました。

　晩年は財団法人三井報恩会の理事長となり、ハンセン病・結核・癌研究の助

成など多くの社会事業・医療事業に奉仕しました。また、子どもの教育のため

に、はる 夫人と共に私財を投じて小学校を創立しました。” 何事も人々からして

ほしいと望むことは人々にもその通りせよ” これは米山梅吉氏の願いでもあり、

ご自身の 生涯そのものでした。” 他人への思いやりと助け合い” の精神を身もっ

て行いつつ、そのことについて多くを語らなかった陰徳の人でした。


